
 

 

                           

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域とともにある学校」のコーディネーターです！ 
未来を担う子どもたちを健やかに育むためには、学校、家庭及び地域住民がそれぞれの役

割と責任を持ちながら、地域全体で目標を共有し、子どもたちを育む体制づくりを目指す必

要があります。そのため、熊本県では幅広い地域住民の参画を得ながら、地域全体で子ども

たちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校

が相互にパートナーとして連携・協働して行う地域学校協働活動を推進しています。 

そのコーディネーターの役割を担うのが「地域学校協働 

活動推進員」です。今年度、玉名市では、すべての小中学校 

に配置されることになりました。 

本校の推進員さんは、これまで読み聞かせ活動でお世話 

になっていた假屋次代さんです。これから子供達のために 

活動をしていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

学校再開から２週間。子供達は元気に登校しています。マスク着用という制限はあります

が、教室も校庭も、子供達の声と笑顔であふれています。 

さて、６月は「心の絆を深める月間」です。例年であれば、企画委員会主催のイベントな

どを行うのですが、今年はそうもいきません。限られた時間と環境の中で「心の絆」が深め

られるよう、まずは「ふわふわ言葉（プラスの言葉）」を使うように呼びかけています。 

「リフレーミング」という考え方があります。同じ姿や状況 

でも、とらえ方のフレームを変えると、違って見えるのです。 

×「水が半分しか残っていない」→〇「まだ半分も残っている」 

×「ぐずぐずしてる」→〇「よく考えて慎重に取り組んでいる」 

×「落ち着きがない」→〇「エネルギッシュで見ていて楽しい」 

などなど。 

ご家庭でも、やってみられませんか？ レッツ リフレーミング！ 

令和２年６月１２日 

第３号 

文責 吉永鈴子 

共感力 

自進力 

やりぬく力 八嘉小だより    

新着情報！ 
夏休みは 
８月６日（木）～ 
８月１９日（水）

の１４日間に決まり
ました！ 

 図書室の漢字辞典が、なんと「昭

和時代」に発行されたものでした。

辞典は、必要不可欠の学習材です。

以前いただいていた百周年事業の

寄付金の残金を使わせていただき、

購入しました。子供達がたくさん活

用し、確かな学力を身に付けてくれ

るよう工夫して活用します！ 

新しく「漢字辞典」を揃えました！ 


